
風
信

一
、「
十
大
先
覚
記
者
伝
」矢
野
竜
渓
は
云
う

　
明
治
七
、八
年
〜
明
治
十
七
、八
年
ま
で
の
十
年
間
が
福
地
の
全
盛
時
代
で
あ
り
、「
実

に
そ
の
頃
の
世
の
中
の
如
何
な
る
事
で
も
、
一
事
一
物
皆
日
日
新
聞
の
福
地
君
の
論
説
に

左
右
さ
れ
ぬ
も
の
は
な
い
。」と
云
う
程
に
勢
力
が
あ
っ
た
。（
中
略
）

　「
欧
米
の
長
を
採
ろ
う
と
す
れ
ば
、
日
日
新
聞
の
福
地
君
の
論
説
を
見
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」、
と
い
う
風
に
…
「
新
聞
の
論
説
が
世
の
中
を
引
廻
し
た
時
代
は
私
の
生
涯
に
お

い
て
見
た
こ
と
が
無
い
。」と
ま
で
云
わ
れ
た
福
地
が
、
存
命
中
に
も
か
か
わ
ら
ず「
忘
れ

ら
れ
た
人
」と
云
わ
れ
た
の
は
何
故
か
。
徳
富
蘚
峰
か
ら「
能
文
家
、
雑
学
博
士
、
世
熊

人
情
博
士
の
三
つ
が
新
聞
記
者
の
三
条
件
で
あ
り
、
福
地
ほ
ど
其
の
資
格
を
具
備
し
た

人
は
稀
れ
で
あ
る
。」と
云
わ
れ
た
の
に
。
天
才
福
地
に
は
大
き
な
欠
点
が
あ
っ
た
。

　
彼
は
自
信
過
剰
で
、
さ
ら
に
風
流
情
事
に
す
ぎ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
為
に
大
臣
、

華
族
を
棒
に
ふ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。「
国
家
の
大
器
を
擁
し
な
が
ら
か
ん
か

0

0

0

不
遇
に
終
る
な
」

と
忠
告
し
た
大
久
保
甲
東
の
言
も
、
福
沢
諭
吉
の
、「
宮
仕
え
せ
ず
子
弟
を
養
え
」と
の
忠

告
も
、
彼
の
た
め
に
は
役
立
た
な
か
っ
た
。（
福
沢
と
櫻
痴
は
江
戸
の
森
山
多
吉
郎
塾
で
出

会
っ
て
い
る
）

　
佐
賀
の
乱
、
征
台
の
役
が
起
こ
っ
た
明
治
七
年
福
地
は「
東
京
日
日
新
聞
」に
入
社
、

三
十
四
才
で
あ
っ
た
。
東
京
日
日
新
聞
は
明
治
四
十
四
年
に
大
阪
毎
日
新
聞
社
と
合
併
、

昭
和
十
八
年
か
ら「
毎
日
新
聞
」と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

二
、
お
い
た
ち

　
櫻
痴
は
長
崎
の
人
・
幼
名
八
十
吉
、

天
保
十
二
年
三
月
二
十
三
日

（
一
八
四
一
）、
長
崎
・
新
石
灰
町（
現
八

坂
町
）に
生
る
。
父
は
苟
庵
、
医
師
で
、

学
問
も
深
く
漢
学
の
師
も
兼
ね
て
い

た
。
苟
庵
四
十
六
才
、
母
松
子
三
十
八

才
、
す
で
に
六
人
の
女
を
も
う
け
て
い

た
が
、
八
十
吉
が
初
め
て
の
男
子
で
あ
り
、
八
十
吉
を
源
一
郎
と
改
名
さ
れ
た
の
は
十
六

才
の
時
で
あ
っ
た
。

　
天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）八
十
吉
三
才
の
時
、祖
父
が
亡
く
な
り
、家
が
火
災
に
あ
い
、

翌
年
本
石
灰
町
に
移
る
。
そ
の
頃
よ
り
漢
学
を
父
か
ら
教
え
ら
れ
、
五
才
か
ら
は
読
書

習
字
を
修
め
、
七
才
で
長
川
東
州
の
門
に
入
り
専
門
的
な
漢
学
を
学
ん
で
い
る
。

　
当
時
の
長
崎
は
学
問
に
対
し
て
自
由
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
士
農
工
商
を
問
わ
ず
聖
堂
を
は

じ
め
家
塾
・
寺
子
屋
等
へ
入
い
る
こ
と
が
出
来
、
各
自
の
意
向
に
委
せ
て
修
学
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
こ
と
に
八
十
吉
の
少
年
時
代
は
、
長
崎
聖
堂
の
も
っ
と
も
盛
ん
な
時
期
で
あ
っ
た
。

　
安
政
元
年
〜
二
年（
一
八
五
五
）八
十
吉
十
四
、五
才
。
日
本
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
と
相
つ
い
で
和
親
条
約
を
結
び
、
鎖
国
か
ら
開
国
へ
の
道
を

お
し
進
め
、
幕
府
が
長
崎
に
海
軍
伝
習
所
を
設
け
た
の
も
こ
の
頃
で
、
幕
府
や
各
藩
で
は
優

秀
な
人
材
を
選
び
、
オ
ラ
ン
ダ
士
官
よ
り
海
軍
及
び
航
海
、
砲
術
、
測
量
、
算
術
な
ど
を

学
ん
で
い
る
。
父
苟
庵
も
時
代
の
流
れ
を
察
知
し
、
源
一
郎
と
改
名
し
た
八
十
吉
に
蘭
学
を

学
ば
さ
せ
る
事
と
し
、
オ
ラ
ン
ダ
大
通
詞
名
村
八
右
衛
門
の
も
と
に
入
門
さ
せ
て
い
る
。

　
安
政
三
年
十
二
月（
一
八
五
六
）源
一
郎
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
名
村
姓
に
な
る
が
、
わ
ず

か
一
年
余
り
で
再
び
福
地
姓
に
も
ど
っ
て
い
る
。

　
翌
安
政
四
年
五
月（
一
八
五
七
）源
一
郎
は
長
崎
奉
行
所
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
稽
古
通
詞
を
命
ぜ
ら
れ
、

出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
出
役
。こ
の
時
、源
一
郎
は
西
洋
に
新
聞
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
人
は
年
々
長
崎
に
渡
来
す
る
時
、
風
説
書
を
長
崎
奉
行
に
差
出
し
、
海
外

の
事
情
を
報
告
。
奉
行
所
で
は
そ
の
風
説
書
を
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
に
渡
し
て
翻
訳
さ
せ
、

そ
の
翻
訳
を
幕
府
に
差
出
し
て
い
た
。
名
村
は
源
一
郎
が
稽
古
通
詞
に
な
っ
て
か
ら
は
、

口
授
翻
訳
の
筆
記
を
源
一
郎
に
命
じ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
彼
は
西
洋
に
は
新
聞
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
新
聞
は
毎
日
の
刊
行
で
自
国
は

勿
論
、
他
国
の
時
事
を
読
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の

お
か
げ
で
、
出
島
の
カ
ピ
タ
ン
は
長
崎
に
い
な
が
ら
、
海
外
の
情
報
を
知
り
風
説
書

を
作
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

　
安
政
四
年
八
月
源
一
郎
は
長
崎
飽
ノ
浦
製
鉄
所
の
伝
習
掛
を
申
し
付
か
り
、
オ
ラ
ン

ダ
士
官
と
伝
習
生
の
間
に
立
っ
て
種
々
通
訳
す
る
と
い
う
事
が
主
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
こ

こ
で
、
彼
は
海
軍
伝
習
生
の
俊
秀
な
青
年
達
と
出
会
う
こ
と
に
な
る
。

　
安
政
五
年
九
月（
一
八
五
八
）源
一
郎
は
外
国
船
掛
を
命
じ
ら
れ
る
。
十
二
月
軍
艦
頭

取
矢
田
堀
景
蔵
に
伴
わ
れ
咸
臨
丸
に
乗
っ
て
海
路
江
戸
へ
渡
航
。
こ
の
時
、
父
苟
庵
は

我
が
子
の
前
途
を
案
じ
、
江
戸
の
知
己
や
朋
友
に
あ
て
た
紹
介
状
を
沢
山
持
た
せ
た
と

い
う
。
上
京
し
た
源
一
郎
は
、
以
来
、
徳
川
の
御
家
人
と
な
り
、
文
久
元
年（
一
八
六
一
）

の
遣
欧
使
節
に
随
行
、
次
い
で
明
治
新
政
府
に
な
っ
た
時
に
は
役
人
と
な
り
明
治
四
年

の
岩
倉
使
節
団
に
随
行
。
其
の
後
計
四
回
も
随
行
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
新
聞

記
者
、
劇
作
家
な
ど
を
経
て
衆
議
院
議
員
に
当
選
。
明
治
三
十
九
年
没
・
六
十
四
才
。

葬
儀
は
芝
・
増
上
寺
で
盛
大
に
行
わ
れ
墓
は
谷
中
に
あ
る
。

三
、
人
間
櫻
痴

　
福
地
の
生
涯
を
た
ど
る
時
に
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の「
変
節
」ぶ
り
で
あ
る
。
江
戸

に
来
て
早
々
に
榎
本
武
揚
ら
が
、
源
一
郎
を
連
れ
て
吉
原
の
中
萬
字
屋
へ
登
楼
し
て
い
る
。

う
ぶ
な
櫻
痴
は
翌
朝
八
橋
と
い
う
相
方
の
女
郎
に
手
を
つ
い
て「
昨
夜
は
あ
り
が
と
う
存

じ
ま
し
た
」と
礼
を
述
べ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
や
み
つ
き
に
な
り
、
以
来
吉
原
通
い
の
優

等
生
と
な
っ
た
と
言
う
。

　
櫻
痴
と
い
う
雅
号
は
吉
原
の
味
を
し
め
て
、「
櫻
路
」と
い
う
名
妓
に
熱
く
な
り
、
悪
友
達

が
彼
の
渾
名
を「
お
う
じ
」と
い
っ
た
。そ
こ
で
自
ら
も
櫻
痴
と
号
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
お
う
ち

0

0

0

」（
貴あ
な
た方
）に
ぞ
っ
こ
ん
迷
っ
て
し
ま
っ
た
愚
か
者
と
い
う
意
味
で
も
あ
る
と
い
う
。

　
櫻
痴
は
日
本
経
済
新
聞
の
創
始
者
の
一
人
で
も
あ
り
、
一
橋
大
学
の
創
立
に
も
関
係
し

て
い
る
。
一
橋
大
学（
商
法
講
習
所
）の
始
ま
り
は
銀
座
の
鯛
み
そ
店
の
間
借
り
か
ら
始

ま
り
今
日
に
至
り
、
其
の
学
校
の
看
板
は
櫻
痴
の
筆
で
あ
る
。

　
櫻
痴
は
長
崎
の
旧
師
森
山
多
吉
郎
の
没
後
、
其
の
遺
族
が
困
っ
て
る
の
を
聞
き
、
其
の
子

栄
之
助
を
引
取
っ
て
、浅
草
に
薬
屋
を
持
た
せ
た
と
い
う
。
人
情
も
ろ
い
櫻
痴
の
一
面
で
あ
る
。

　「
三
代
言
論
人
集
」に
よ
れ
ば
、
津
田
仙
は
櫻
痴
の
風
流
ぶ
り
を
苦
々
し
く
思
っ
て
い

た
が
、
佐
高
信
氏
に
よ
れ
ば
櫻
痴
は
遊
蕩
し
て
も
里
子
夫
人
を
泣
か
せ
ず
、
几
帳
面
に

小
遣
帳
を
つ
け
て
い
た
事
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
し
、「
転
身
」「
変
節
」を
繰
り
返
し
た

櫻
痴
で
は
あ
っ
た
が
、
も
と
は
そ
う
い
う
性
格
の
男
で
は
な
く
、
彼
は
性
来
下
戸
で
酒

の
席
に
は
大
福
餅
を
持
ち
込
ん
で
い
た
と
い
う
。
そ
れ
が
御
家
人
と
な
り
、
い
ろ
〳
〵

な
出
来
事
で
も
ま
れ
、
お
の
ず
と
性
格
が
歪
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
と
言
う
。
櫻
痴
の
生
涯

は
政
治
家
の
反
面
教
師
と
し
て
、
視
点
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

�

（
長
崎
歴
史
文
化
協
会
理
事
）

三
四
五
号
　
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
日

「
忘
れ
ら
れ
た
人
」　
櫻
痴
　
福
地
源
一
郎
伝

○
今
月
は
何
は
と
も
あ
れ
花
見
の
宴
等
を
自
粛
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
哀
悼
を
捧
げ
る
可

き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

○
本
会
で
も
追
悼
の
意
を
兼
ね
て
、
つ
い
先
月
、
昔
よ
り
唐
船
に
よ
っ
て
多
く
中
国
方
面
に

輸
出
さ
れ
て
い
た
俵
物（
ナ
マ
コ
・
鮫
ヒ
レ
・
ア
ワ
ビ
の
干
物
類
）の
生
産
地
調
査
の
た
め
三

陸
方
面
の
海
岸
を
訪
ね
ら
れ
た
本
会
の
竹
之
下
先
生
の「
有
り
し
日
の
、
東
北
地
方
の
心

あ
た
ゝ
ま
る
数
々
の
お
話
」を
中
心
に
懇
話
会
を
開
催
。
今
更
な
が
ら
同
地
と
長
崎
と
の
深

い
関
係
を
教
え
て
い
た
ゞ
い
た
。
こ
の
時
、
諫
早
の
中
村
さ
ん
が
わ
ざ
〳
〵
自
宅
で
造
ら
れ

た
手
製
の
カ
ス
テ
ラ
を
お
供
え
し
て
戴
い
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

　
　
　
・
　
　
・
　
　
・
　
　
・
　
　
・
　
　
　
　
　
　

○
寛
政
四
年（
一
七
九
七
）の「
長
崎
歳
時
記
」を
み
る
と
四
月
の
行
事
は
先
ず「
七
日
家
に
棹さ
お

竹だ
け
に
ツ
ツ
ジ
の
花
を
ゆ
ひ
付
け
家
の
軒
さ
き
に
押
た
て
八
日
の
お
釈
迦
の
花
ま
つ
り
に
手
向

け
る
」よ
り
始
ま
っ
て
い
る
。

○
続
い
て
四
月
下
旬
ご
ろ
よ
り「
ハ
タ
あ
げ
」は
じ
ま
る
と
記
し
、
ハ
タ
の
種
類
を
図
示
し
バ
ラ

モ
ン
・
蝶
バ
タ
・
あ
ご
ば
た
・
こ
う
も
り
ば
た
・
え
び
尻
等
の
図
が
記
し
て
あ
る
。「
又
俗
に

つ
る
わ
か
し
と
い
う
事
あ
り
」と
説
明
を
加
え
て
い
る
。こ
れ
が
現
在
の「
長
崎
の
ハ
タ
合
戦
」

と
な
っ
た
も
の
で「
此
の
時
に
は
多
く
あ
ご
バ
タ
を
用
る
」と
あ
り「
合
戦
の
時
に
は
根
よ
ま

の
先
に
ビ
イ
ド
ロ
を
つ
け
る
」と
記
し
て
あ
る
。

○
四
月
二
十
日
は「
お
太
師
様
」の
日
、「
家
々
を
廻
り
お
接
待
の
桃も
も
ま
ん
じ
ゅ
う

饅
頭
」を
戴
く
。

○
四
月
二
十
四
日
は「
ご
復
活
の
日
で
す
よ
」と
浦
上
の
友
人
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。子
供
の
頃
、

私
は
其
の
友
人
の
家
で
戴
い
た「
ふ
く
れ
饅
頭
」が
、お
い
し
か
っ
た
事
を
今
も
覚
え
て
い
る
。

○
国
宝
崇
福
寺
檀
家
惣
代
藩
氏
よ
り
四
月
二
十
五
日
は
媽
祖
様
の
誕
生
日
で
、
日
本
に
残

る
唯
一
の
中
国
福
建
古
式
の
行
事
を
残
し
て
い
る
媽
祖
祭
を
今
年
も
四
月
二
十
五
日
開
催

す
る
の
で
参
詣
に
こ
な
い
か
と
案
内
を
う
け
出
席
予
定
。

○
天
理
大
学
教
授
斉
藤
純
先
生
来
訪
さ
れ
、
先
生
が
研
究
さ
れ
て
こ
ら
れ
た「
迷
子
の
し
る

べ
石
」に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
っ
た
。
こ
の
石
碑
の
初
期
の
物
は「
竒
縁
氷
人
石
」と
言
い
、

其
の「
氷
人
石
」の
一つ
が
仙
台
藩
医
棟
方
玄
洋
の
記
録
に
よ
り
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）に
は

長
崎
に
も
あ
る
事
を
教
え
て
戴
い
た
。

○
今
月
は
二
冊
を
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
。
野
村
美
術
館
研
よ
り『
茶
の
湯
研
究
誌
』と
有
名
な

『
野
村
研
究
紀
要
二
〇
号
』

　『
新
釈
犯
科
帳
・
長
崎
奉
行
所
判
例
集
』（
安
高
啓
明
著
）

非
常
に
参
考
に
な
る
本
で
し
た
。
長
崎
文
献
社
刊（
三
、

〇
〇
〇
円
）

松
澤
　
君
江

若き日の福地櫻痴
「三代言論人集」第3巻より


